
15

［
論
文
要
旨
］

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
太
平
記
絵
詞
」（
上
・
中
・
下
）
は
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の

博
物
館
所
蔵
「
太
平
記
絵
巻
」（
第
一
、
二
、
六
、
七
、
十
巻
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
太
平
記
絵
巻
」（
第
三
、
八
巻
）
と
本
来
一

具
の
作
品
で
、
同
絵
巻
の
第
五
、 

十
一
、
十
二
巻
に
該
当
し
、
江
戸
時
代
十
七
世
紀
の
制
作
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』
は
南
北
朝
の
争
乱
を
題
材
と
し
た
四
十
巻
か
ら
な
る
軍
記
物
語
で
、

本
稿
で
扱
う
「
太
平
記
絵
巻
」
は
全
十
二
巻
で
構
成
さ
れ
、
現
存
最
古
の
絵
画
化
さ
れ
た
作
例
と
し

て
知
ら
れ
る
。
そ
の
画
面
の
構
図
や
モ
テ
ィ
ー
フ
は
先
行
す
る
時
代
の
絵
巻
物
に
拠
っ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
「
俵
藤
太
絵
巻
」
は
多
く
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
太

平
記
絵
巻
」
の
作
者
は
海
北
友
雪
（
一
五
九
八
〜
一
六
七
七
）
と
す
る
説
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
が
、

確
か
な
証
左
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
現
存
す
る
「
太
平
記
絵
巻
」
の
十
巻
全
体
を
通
じ
て
、
色
注
や
各
種
の
指
示
書
き
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
制
作
工
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
緑
色
を
示
す
「
六
」、

青
色
を
示
す
「
こ
ん
」、
赤
色
を
示
す
「
し
ゆ
」、
橙
色
を
示
す
「
た
ん
」
の
四
種
類
の
色
に
つ
い
て

の
指
示
書
き
や
、
畳
や
縁
な
ど
の
調
度
類
に
つ
い
て
の
墨
書
が
数
多
く
確
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
周

到
な
指
図
の
痕
跡
か
ら
、
こ
の
「
太
平
記
絵
巻
」
に
は
粉
本
が
存
在
し
、
複
数
の
絵
師
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
絵
の
中
に
詞
書
が
書
き
込
ま
れ
、
本
来
重
要
で
あ
る
は
ず

の
詞
書
が
絵
に
対
し
て
従
属
的
す
ぎ
る
点
、
ま
た
文
献
資
料
で
確
認
で
き
る
、
三
十
巻
本
の
海
北
友

雪
の
筆
に
よ
る
「
太
平
記
絵
巻
」
が
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
本
来
は
詞
書
と
絵

と
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
お
り
、
現
存
す
る
「
太
平
記
絵
巻
」
は
そ
の
省
略
形
と
し
て
制
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。　

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
海
北
友
雪
、
俵
藤
太
絵
巻
、
軍
記
物

太
平
記
絵
巻
の
制
作
工
程
に
つ
い
て

江
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に

❶
「
太
平
記
絵
巻
」
の
色
注
と
指
示
書
き
に
つ
い
て

❷
「
太
平
記
絵
巻
」
の
制
作
工
程
と
制
作
背
景
に
つ
い
て

お
わ
り
に

　
色
注
の
考
察
を
中
心
に
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
江
戸
時
代
十
七
世
紀
の
制
作
と
さ
れ
る
「
太
平
記
絵
巻
」
の
表
現
と
制

作
工
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。『
太
平
記
』
は
南
北
朝
の
争
乱
を
題
材

と
し
た
四
十
巻
か
ら
な
る
軍
記
物
語
で
、
江
戸
時
代
に
は
絵
入
り
版
本
な
ど
で
も

人
々
に
広
く
楽
し
ま
れ
て
い
た
。
本
稿
で
扱
う
「
太
平
記
絵
巻
」
は
、『
太
平
記
』

が
絵
画
化
さ
れ
た
現
存
最
古
の
作
例
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
全
十
二
巻
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
物
語
は
文
保
二

年
（
一
三
一
八
）
の
後
醍
醐
天
皇
の
即
位
に
始
ま
り
、
南
北
朝
の
争
い
を
描
き
、
や

が
て
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）、
細
川
頼よ

り
ゆ
き之

が
執
事
職
に
就
任
し
て
幼
い
足
利
義
満

を
補
佐
し
動
乱
が
収
ま
る
気
配
を
見
せ
る
、と
い
う
場
面
で
終
わ
る
。
現
在
、第
一
、

二
、
六
、
七
、
十
巻
が
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
、
第
五
、
十
一
、
十
二
巻

が
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
第
三
、
八
巻
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
第
四
、
九
巻
は
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

模
本
が
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
概

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
所
蔵
品
名
称
は
「
太

平
記
絵え

こ
と
ば詞

」（
上
・
中
・
下
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
便
宜
上
、「
太
平
記
絵
巻
」
第
五
、

十
一
、十
二
巻
と
し
て
考
察
す
る
。
ま
た
「
太
平
記
絵
巻
」
全
体
を
総
称
す
る
際
は
、

以
下
「
本
作
品
」
と
す
る
。

　

筆
者
は
島
津
美
子
氏
を
代
表
と
す
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「
日
本

近
世
に
お
け
る
彩
色
の
技
法
と
材
料
の
受
容
と
変
遷
に
関
す
る
研
究
」
に
参
加
し
、

同
館
が
所
蔵
す
る
「
太
平
記
絵
巻
」
を
熟
覧
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
三
巻
の

絵
巻
物
は
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
一
九
八
七
年
、
高
松

宮
家
か
ら
文
化
庁
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
移
管
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
作
品
は
岩
絵
具
や
金
、
銀
を
惜
し
み
な
く
使
っ
て
表
さ
れ
た
豪
華
な
巻
物
で
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
の
伝
来
か
ら
も
、
宮
廷
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
制
作
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
絵
巻
に
は
筆
者
に
関
す
る
情
報
は
付
随
し
て
い
な
い

が
、
海か

い
ほ
う
ゆ
う
せ
つ

北
友
雪
（
一
五
九
八
～
一
六
七
七
）
と
す
る
説
が
あ
る

（
（
（

。
友
雪
は
桃
山
時
代

の
障
壁
画
制
作
で
知
ら
れ
る
海
北
友ゆ

う
し
ょ
う

松
（
一
五
三
三
～
一
六
一
五
）
の
子
で
、
宮

廷
、
徳
川
将
軍
家
、
大
寺
院
な
ど
で
絵
画
制
作
を
行
っ
て
お
り
、
本
作
品
の
よ
う
な

本
格
的
な
絵
巻
を
手
掛
け
る
こ
と
も
妥
当
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
友
雪
を
本
作

品
の
筆
者
と
す
る
説
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
各
巻
で
多
少
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
本
作
品
は
縦
三
二
㎝
程
度
、
横
幅
九
二
㎝
程
度
の
紙
を
十
二
～
十
七
枚
貼
り

継
い
で
構
成
さ
れ
、
全
体
の
長
さ
は
短
い
巻
で
約
十
一
ｍ
、
長
い
巻
で
は
十
五
ｍ
に

及
ぶ
。
巻
に
よ
っ
て
錯
簡
が
あ
る
こ
と
や
、
短
い
巻
で
は
欠
落
し
た
部
分
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
十
巻
分
は
そ
の
寸
法
、
構
成
、

表
現
な
ど
か
ら
本
来
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
本

は
実
見
調
査
を
行
い
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
本
に
つ
い
て
は
部
分
的
に

は
実
作
品
を
、
全
体
に
つ
い
て
は
五
巻
分
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

三
館
に
分
蔵
さ
れ
る
十
巻
に
は
制
作
工
程
上
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
以
下
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

❶
「
太
平
記
絵
巻
」
の
色
注
と
指
示
書
き
に
つ
い
て

　

本
作
品
は
、『
太
平
記
』
が
絵
画
化
さ
れ
た
現
存
最
古
の
作
例
と
い
う
貴
重
性
と

そ
の
絵
画
表
現
か
ら
、
広
く
国
内
外
で
注
目
さ
れ
、
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に

構
図
や
図
様
に
お
い
て
、「
平
治
物
語
絵
巻
」、「
弘
安
本
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」、

「
西
行
物
語
絵
巻
」、「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」、「
後
三
年
合
戦
絵
巻
」、「
俵
藤
太
絵

巻
」（
金こ

ん
か
い
こ
う
み
ょ
う
じ

戒
光
明
寺
所
蔵
）（
図
1
）
な
ど
の
古
絵
巻
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
き
た

（
（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
『
太
平
記
』
が
『
平
家
物
語
』
や
『
北

野
天
神
縁
起
』
な
ど
他
の
文
学
作
品
や
伝
承
の
内
容
を
少
な
か
ら
ず
含
ん
で
い
る
と
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い
う
状
況
に
も
起
因
し
て
い
る
。
関
連
す
る
絵
巻
か
ら
図
様
を
引
用
す
る
の
は
自
然

な
こ
と
で
、
本
作
品
に
お
い
て
も
古
絵
巻
を
参
照
し
て
、
効
率
よ
く
格
調
高
い
絵
巻

作
品
を
制
作
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
ま
た
こ
う
し
た
絵
巻
物
を
よ
く
見
慣
れ
て
い
る

よ
う
な
高
貴
な
鑑
賞
者
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
制
作
背
景
や
筆
者
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
絵
巻
物
と
い
う
絵
画
形
式
の
中
世
か
ら
近

世
へ
の
受
容
の
変
遷
、
障
壁
画
な
ど
大
画
面
絵
画
が
代
表
的
な
作
例
と
し
て
見
な
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
近
世
絵
画
に
お
い
て
、古
典
を
堅
持
す
る
様
相
を
考
え
る
上
で
も
、

「
太
平
記
絵
巻
」
は
興
味
深
い
作
例
と
言
え
る
。

　

本
来
一
具
の
作
品
が
三
箇
所
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
実
際
の
画

面
に
見
ら
れ
る
表
現
や
技
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
語
ら
れ
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ

表1

表2

たゝミ へり ミス ウンゲン

第 1 巻 5 0 0 0

第 2 巻 3 1 0 0

第 3 巻 0 0 0 0

第 5 巻 11 0 0 1

第 6 巻 0 0 0 0

第 7 巻 1 0 0 0

第 8 巻 2 2 2 0

第 10 巻 0 0 0 0

第 11 巻 0 1 0 0

第 12 巻 0 0 0 0

合計 22 4 2 1

六 白六
コン・
こん・
コン上

たん・
タン

朱
（と見
られる
略字）

色注合計

第 1 巻 7 0 0 0 0 7

第 2 巻 6 0 4 0 17 27

第 3 巻 1 0 2 0 1 4

第 5 巻 7 0 0 0 8 15

第 6 巻 2 0 0 0 3 5

第 7 巻 28 0 3 1 7 39

第 8 巻 2 0 3 0 1 6

第 10 巻 32 0 12 5 0 49

第 11 巻 32 1 26 11 3 73

第 12 巻 1 0 4 0 0 5

色の合計 118 1 54 17 40 230

た
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
十
巻
全
て
に
確
認
で
き
る
色
な
ど
の
指
示
書
き
で

あ
る
。
本
作
品
は
伝
統
的
な
日
本
絵
画
の
工
程
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
墨
で
輪
郭
を

描
き
、
そ
の
輪
郭
線
を
よ
け
る
よ
う
に
絵
具
を
塗
る
「
彫
り
塗
り
」
で
彩
色
さ
れ
て

い
る
。
制
作
当
初
は
岩
絵
具
が
本
紙
を
完
全
に
覆
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
経
年

に
よ
る
絵
具
の
剥
落
な
ど
に
よ
り
、
本
紙
の
上
に
墨
で
記
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
指
示

書
き
が
見
え
て
い
る
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
色
注
（
色
の
指
示
書
き
）

が
存
在
し
て
い
る
事
例
は
「
彦
根
屛
風
」
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
、
伝
統
的
・
常
套
的

な
絵
画
制
作
工
程
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

（
（
（

。
ま
た
色
注
以
外
に
、「
た
ゝ
み
」「
へ

り
」「
ミ
ス
（
御
簾
）」「
ウ
ン
ゲ
ン
（
繧
繝
）」（
縁
）
な
ど
室
内
調
度
に
ま
つ
わ
る

名
称
を
示
す
文
字
（
以
下
、
指
示
書
き
）
が
六
つ
の
巻
に
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

色
注
と
指
示
書
き
の
分
布
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、【
表
1
】
に
絵
画
表
面
の
目

視
に
よ
る
観
察
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
色
注
の
種
類
と
数
、【
表
2
】
に
指
示
書
き

と
各
巻
に
お
け
る
確
認
状
況
を
ま
と
め
た
。
各
表
の
数
値
は
、
い
ず
れ
も
現
時
点
で

確
認
で
き
た
数
で
あ
り
、
絵
具
に
よ
っ
て
文
字
が
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
か
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な
り
高
い
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
色
注
と
指
示
書
き
の
存
在
数
で
は
な
い
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。
色
注
に
は
、
緑

ろ
く
し
ょ
う

青
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
緑
色
の
「
六
」、
緑
青

の
粒
子
を
細
か
く
し
て
淡
く
明
る
い
緑
色
を
示
す
と
見
ら
れ
る
「
白

び
ゃ
く
ろ
く

六
」、
群
青
を

示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
こ
ん
」「
コ
ン
」「
コ
ン
上
」、
鉛
丹
を
示
す
と
見
ら
れ
る
橙

色
の
「
た
ん
」「
タ
ン
」
な
ど
の
文
字
が
、
黒
ま
た
は
白
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

　

赤
い
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
る
部
分
で
、
ひ
ら
が
な
の
「
わ
」
あ
る
い
は
「
や
」
の

よ
う
な
形
状
の
判
読
し
難
い
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
七
つ
の
巻
、
四
十
箇
所
に

確
認
で
き
る
。
漢
字
と
も
ひ
ら
が
な
と
も
判
然
と
し
な
い
が
（
図
2
）
の
第
二
巻
第

二
紙
に
描
か
れ
る
皇
子
の
赤
い
袴
の
左
足
部
分
に
書
か
れ
た
も
の
は
「
し
」
と
「
ゆ
」

を
ま
と
め
て
書
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。（
図
3
）
の
第
三
巻
第
四
紙
の
後
醍
醐
天

皇
の
赤
色
の
袴
、左
膝
の
部
分
の
墨
書
は
、さ
ら
に
合
印
の
よ
う
に
一
つ
に
ま
と
ま
っ

た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
（
図
4
）
の
第
十
一
巻
第
十
三
紙
の
御
簾
か
ら

の
ぞ
く
赤
色
の
袴
に
も
二
箇
所
に
同
様
の
墨
書
が
あ
る
。
全
て
衣
の
赤
色
の
部
分
に

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
赤
色
の
岩
絵
具
で
あ
る
辰
砂
（
水
銀
朱
）
を
示
す
も
の

で
、
ひ
ら
が
な
の
「
し
」
と
「
ゆ
」
を
合
体
さ
せ
、「
朱
」
を
表
す
略
字
か
合
印
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る

（
（
（

。

　

色
注
は
十
巻
全
体
を
通
覧
し
て
、
最
も
多
い
も
の
が
「
六
」
な
ど
の
緑
色
で

一
一
九
箇
所
（
う
ち
「
白
六
」
は
第
十
一
巻
の
一
箇
所
の
み
、（
図
37
）
と
し
て
後

掲
）、「
こ
ん
」
が
五
四
箇
所
、「
朱
」
と
見
ら
れ
る
赤
色
が
四
〇
箇
所
、「
た
ん
」
が

十
七
箇
所
で
、合
計
二
三
〇
箇
所
と
な
る
。
最
も
多
く
の
色
注
が
確
認
で
き
た
の
が
、

第
十
一
巻
の
七
三
箇
所
で
あ
り
、逆
に
最
も
少
な
い
の
が
第
三
巻
の
四
箇
所
で
あ
る
。

や
や
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
以
下
、
各
巻
の
色
注
や
指
示
書
き
を
中
心
に
各
巻
の
特
徴

を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

【
第
一
巻
】（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）

　

第
一
巻
は
大
部
か
ら
な
る
絵
巻
物
の
首
巻
に
ふ
さ
わ
し
く
、
荘
厳
、
華
麗
に
後
醍

醐
天
皇
の
即
位
と
栄
華
の
様
子
を
冒
頭
に
描
く
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
動
乱
の
物
語
へ

と
展
開
す
る
。
第
三
紙
に
は
（
図
5
）
に
示
す
よ
う
に
縁
側
に
い
る
女
性
の
裳も

裾す
そ

の

一
番
外
側
の
部
分
、
緑
色
の
絵
具
が
薄
く
な
っ
た
部
分
に
「
六
」
と
い
う
文
字
が
二

箇
所
確
認
で
き
る
ほ
か
、
第
四
紙
右
側
の
密
教
宝
具
の
載
っ
た
大
壇
の
側
面
の
格
子

の
部
分
で
、
や
は
り
緑
色
の
絵
具
が
薄
く
な
っ
た
部
分
に
「
六
」
の
墨
書
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
第
六
紙
で
は
（
図
6
）
の
よ
う
に
室
内
の
右
側
中
央
と
、
左
側
の
畳
敷

き
の
部
屋
の
敷
居
の
奥
に
「
た
ゝ
ミ
」
の
指
示
書
き
、
ま
た
右
側
に
い
る
烏え

ぼ

し
帽
子
を

被
っ
た
男
性
の
衣
の
右
肘
辺
り
に
「
六
」
の
字
が
確
認
で
き
る
。
畳
も
こ
の
衣
も
、

同
じ
よ
う
に
緑
色
を
塗
る
部
分
で
あ
る
が
、
畳
部
分
に
は
「
六
」
で
は
な
く
、「
た
ゝ

ミ
」
と
描
写
さ
れ
る
物
の
名
称
を
示
し
て
い
る
点
は
、
本
作
品
の
全
体
に
共
通
す
る

特
徴
と
言
え
る
。

【
第
二
巻
】（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）

　

第
二
巻
に
は
上
述
の
「
朱
」
を
示
す
と
見
ら
れ
る
略
字
の
よ
う
な
色
注
が
認
め
ら

れ
る
。
第
四
紙（
図
7
）で
は
、ま
ず
殿
舎
の
縁
側
に
座
す
赤
い
衣
の
殿
上
人
の
左
肩
、

次
に
、
そ
の
下
で
侍
す
弓
矢
を
持
ち
青
い
衣
を
着
た
二
人
の
男
性
の
袖
口
、
左
側
の

人
物
で
は
右
袖
口
、
右
側
の
人
物
で
は
左
右
の
袖
口
の
そ
れ
ぞ
れ
赤
い
部
分
、
さ
ら

に
、
そ
の
右
斜
め
上
に
同
様
の
装
束
で
侍
す
男
性
の
左
袖
口
部
分
に
そ
れ
ぞ
れ
認
め

ら
れ
る
。

　

こ
の
「
朱
」
と
見
ら
れ
る
色
注
が
第
二
巻
全
体
で
十
七
箇
所
に
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、

「
六
」、「
コ
ン
」
の
色
注
が
確
認
で
き
る
。

　

第
五
紙
の
後
醍
醐
天
皇
が
隠お

き岐
に
流
さ
れ
る
道
程
を
表
し
た
場
面
（
図
8
）
は
、

｢

俵
藤
太
絵
巻｣

下
巻
（
前
掲
（
図
1
）
の
巻
末
か
ら
二
番
目
の
絵
）
の
将
門
征
伐

の
構
図
や
人
物
の
姿
態
を
応
用
し
て
い
る
こ
と
が
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る

（
（
（

。
本
作
品
の
中
で
も
特
に
華
や
か
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
画

面
上
方
の
路
傍
で
行
列
を
眺
め
る
人
々
の
う
ち
二
四
人
、
武
者
行
列
の
人
々
の
う
ち

十
五
人
の
姿
態
は
、｢

俵
藤
太
絵
巻｣

の
下
巻
の
描
写
に
そ
の
図
様
の
源
泉
を
求
め
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る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
（
図
9
）
に
示
す
よ
う
に
、「
太
平
記
絵
巻
」
の
徒か

ち

侍
の
鎧
の
草く

さ
ず
り摺

に
は「
六
」、
脚き

ゃ
は
ん絆

に「
コ
ン
」と
い
う
文
字
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、

こ
の
徒
侍
と
同
じ
姿
態
の
「
俵
藤
太
絵
巻｣

の
侍
の
草
摺
は
水
色
（
お
そ
ら
く
は
浅あ

さ

葱ぎ

色
）
で
、
脚
絆
に
は
黄
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
人
物
の
姿
態
を
模

倣
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
塗
ら
れ
て
い
る
色
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他

の
三
八
人
の
彩
色
に
つ
い
て
も
同
様
で
、「
俵
藤
太
絵
巻｣

の
典
拠
と
な
る
人
物
と

完
全
に
同
じ
色
を
塗
ら
れ
て
い
る
人
物
の
衣
は
確
認
で
き
な
い
。

　

ま
た
（
図
10
）
に
示
す
第
五
紙
冒
頭
の
室
内
に
は
「
へ
り
」
と
い
う
指
示
書
き
が

確
認
で
き
る
ほ
か
、（
図
11
）
に
あ
げ
た
第
八
紙
の
ほ
か
二
箇
所
に
「
た
ゝ
ミ
」
の

文
字
が
確
認
で
き
る
。
先
述
の
よ
う
に
色
注
・
指
示
書
き
は
、
絵
具
が
剥
落
す
る
な

ど
し
て
偶
然
見
え
て
い
る
も
の
な
の
で
、
単
純
に
そ
の
数
の
比
較
が
判
断
材
料
に
は

な
ら
な
い
も
の
の
、
概
観
す
る
と
第
二
巻
の
色
注
・
指
示
書
き
の
数
は
い
ず
れ
も
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。

【
第
三
巻
】（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
）

　

第
三
巻
は
か
つ
て
絵
の
本
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
半
分
に
切
断
し
、
屛
風
に
貼
り
込
ま
れ

て
い
た
状
態
か
ら
巻
子
装
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で

（
（
（

、
本
紙
の
水
平
方
向
中
央
に
継
ぎ

目
が
あ
る
が
、
現
状
の
一
紙
の
大
き
さ
は
九
一
・
六
～
九
三
・
七
㎝
程
度
で
、
他
の

巻
と
ほ
ぼ
同
様
の
寸
法
で
あ
る
。
第
三
巻
に
は
「
朱
」
を
示
す
と
思
わ
れ
る
略
字
の

ほ
か
、
第
二
紙
左
側
の
山
上
か
ら
矢
を
射
る
武
士
の
袴
の
部
分
に「
六
」の
文
字（
図

12
） 

や
、
第
十
一
紙
中
央
の
馬
に
乗
っ
た
武
士
の
鎧
部
分
、
青
色
の
絵
具
が
剥
落
し

た
部
分
に
「
こ
ん
」
と
い
う
白
い
文
字
が
、
時
計
回
り
に
約
四
十
度
回
転
し
た
状
態

で
記
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
（
図
13
）。
こ
の
よ
う
に
「
六
」「
こ
ん
」「
た

ん
」
の
色
注
が
墨
で
は
な
く
白
色
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
他
の
巻
に
も
多
数
認
め

ら
れ
、
上
か
ら
絵
具
を
塗
っ
た
後
、
そ
の
指
示
書
き
の
文
字
を
目
立
ち
に
く
く
す
る

た
め
の
工
夫
か
と
推
察
さ
れ
る
。

【
第
五
巻
】（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

　

第
五
巻
は
後
醍
醐
天
皇
、
新に

っ
田た

義よ
し
さ
だ貞

、
足
利
尊た

か
う
じ氏

ら
主
要
な
人
物
が
登
場
し
、
物

語
も
大
き
く
展
開
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
三
紙
（
図
14
）
の
中
央
上
方
の

僧
侶
の
左
右
と
そ
の
左
上
の
帝
の
手
前
に
、「
た
ゝ
ミ
」
の
指
示
書
き
が
三
箇
所
認

め
ら
れ
、
画
面
中
央
を
横
切
る
塀
の
上
部
の
格
子
部
分
に
は
「
六
」
と
い
う
色
注
が

三
箇
所
確
認
で
き
る
。
ま
た
右
下
の
扇
を
持
ち
、
上
を
見
上
げ
る
公
家
の
右
袖
部
分

に
も
「
六
」
と
い
う
文
字
が
確
認
で
き
る
。
色
注
の
あ
る
部
分
の
緑
色
の
絵
具
は
ほ

と
ん
ど
が
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
も
と
は
全
面
に
緑
色
が
塗
ら
れ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。

　

第
五
紙
（
図
15
）
の
左
側
の
帝
が
横
臥
し
て
い
る
繧
繝
畳
に
は
「
た
ゝ
ミ
」
の
文

字
が
二
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
こ
に
示
現
し
た
女
性
の
赤
い
袴
に
「
朱
」

を
表
す
と
見
ら
れ
る
略
字
が
二
箇
所
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
場
面
で
は
詞
書
に
も

「
赤
袴
に
鈍
色
の
二
衣
き
た
る
女
房
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
指
示
書
き
が
赤
色

を
示
す
も
の
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
第
七
紙
の
邸
内
に
敷
か
れ
た
繧
繝
畳
の
部
分
に

は
「
ウ
ン
ゲ
ン
」
と
「
た
ゝ
ミ
」
の
指
示
書
き
が
確
認
で
き
る
部
分
が
あ
る
（
図
16
）。

指
示
書
き
の
確
認
数
は
十
二
箇
所
と
全
体
を
通
じ
て
最
も
多
く
、
描
写
さ
れ
る
建
築

空
間
が
複
雑
な
構
成
で
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
塗
り
間
違
い
を
避
け
る
た
め
に
細
か

く
指
示
書
き
を
記
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

【
第
六
巻
】（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）

　

第
一
紙
左
側
の
縁
側
で
左
手
に
器
を
持
ち
、
後
方
か
ら
走
り
来
る
犬
を
振
り
返
る

女
性
の
袴
の
部
分
に
「
六
」
と
い
う
色
注
が
確
認
で
き
る
（
図
17
）。
こ
の
姿
態
の

女
性
は
第
十
二
巻
第
十
四
紙
、
巻
末
部
分
（
図
18
）
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
や
は
り

緑
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
た
の
が
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
に
は
色
注
は
見
え
ず
、
縁
側
な
ど
建
築
構
造
を
示
す
直
線
を
引
い
た
後
に
描
か
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
侍
女
の
女
性
は
物
語
の
進
行
に
は
特
に
関
係
の
な
い
人
物

で
あ
り
、
こ
う
し
た
図
様
が
場
面
や
構
図
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
繰
り
返
し
利
用
さ
れ



20

国立歴史民俗博物館研究報告
第 230集　2021年 12月

実
際
に
塗
ら
れ
た
色
が
違
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
彩
色
段
階
で
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
、

他
の
部
分
に
は
確
認
で
き
な
い
現
象
で
あ
る
た
め
、
珍
し
い
例
と
言
え
る
。
こ
の
ほ

か
第
一
紙
の
琵
琶
を
弾
く
女
性
の
赤
い
袴
に
五
箇
所
、「
朱
」
と
見
ら
れ
る
略
字
が

確
認
で
き
る
（
図
23
） 

。
第
七
巻
全
体
で
三
九
箇
所
の
色
注
が
確
認
で
き
、
そ
の
数

は
比
較
的
多
い
と
言
え
る
が
、
武
士
や
庶
民
な
ど
不
特
定
の
人
物
の
彩
色
部
分
に
認

め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
他
の
巻
と
同
様
に
、
新
田
義
貞
や
後
醍
醐
天
皇
と
い
っ
た

主
要
登
場
人
物
に
は
色
注
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

【
第
八
巻
】（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
）

　

第
四
紙
左
側
の
異
形
の
僧
の
右
腕
辺
り
に
「
朱
」
と
見
ら
れ
る
略
字
が
比
較
的
太

い
筆
跡
で
書
か
れ
て
い
る
（
図
24
）。
ま
た
第
十
一
紙
の
色
彩
豊
か
な
堂
舎
を
描
い

た
場
面
（
図
25
）
で
は
、
装
飾
の
あ
る
基
壇
の
縁
の
部
分
に
「
コ
ン
」
の
文
字
が
二

箇
所
確
認
で
き
る
（
図
26
）
ほ
か
、
繧
繝
畳
の
部
分
に
は
「
た
ゝ
ミ
」
の
指
示
書
き

が
確
認
で
き
る
（
図
27
）。
さ
ら
に
第
十
一
紙
の
続
く
場
面
に
表
さ
れ
る
男
性
の
右

肩
に
は
、
比
較
的
大
き
な
白
い
字
で
「
六
」
と
着
物
の
色
注
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図

28
）。
ま
た
第
十
三
紙
の
華
や
か
な
花
鳥
の
画
中
画
の
あ
る
場
面
（
図
29
）
で
は
、

御
簾
を
示
す
「
ミ
ス
」
の
文
字
が
二
箇
所
（
図
30
）、
畳
の
緑
色
の
部
分
に
「
へ
り
」

と
「
た
ゝ
ミ
」
の
指
示
書
き
が
確
認
で
き
る
（
図
31
）。
第
八
巻
は
比
較
的
色
注
は

少
な
い
と
言
え
る
が
、
こ
の
第
十
三
紙
の
よ
う
に
、
華
麗
な
彩
色
表
現
が
特
徴
的
な

場
面
で
は
、
正
確
に
色
を
塗
る
た
め
に
細
か
く
畳
・
縁
・
御
簾
の
指
示
書
き
を
記
し

た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
。

【
第
十
巻
】（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）

　

第
四
紙
の
右
側
（
図
32
）
に
は
御
所
の
階
下
に
侍
す
人
々
の
う
ち
、
右
上
の
男

性
の
左
胸
付
近
に
は
「
こ
ん
」
と
い
う
墨
書
、
そ
の
下
の
横
向
き
の
男
性
の
袖
に

は
「
六
」
と
い
う
白
い
文
字
、
左
端
の
童
の
腰
付
近
に
は
「
た
ん
」
と
い
う
白
い
文

字
が
確
認
で
き
る
。
第
十
紙
左
側
の
騎
馬
武
者
の
う
ち
（
図
33
）
の
右
側
の
武
士
の

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
十
二
紙
右
側
の
室
内
に
坐
す
男
性
の
胸
の
辺
り
に
は
、
上
下
が
逆
向
き
に
な
っ

た
「
六
」
と
い
う
文
字
が
確
認
で
き
る
（
図
19
）。
他
の
巻
に
も
こ
の
よ
う
に
上
下

逆
向
き
や
九
十
度
横
向
き
に
色
注
が
記
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
字
は

絵
の
本
紙
の
正
面
で
は
な
く
、逆
側
や
横
側
か
ら
文
字
が
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
現
象
の
理
由
と
し
て
は
、
下
絵
や
細
部
を
描
い
て
い
く
人
が
作
業
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
絵
の
正
面
で
は
な
い
位
置
（
絵
を
挟
ん
で
向
か
い
側
や
左
側
）
に

い
る
人
が
、
同
時
進
行
で
色
注
を
書
き
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
複
数
の
絵
師
が
同
時
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
制
作
時
間
に
制
約

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
類
推
さ
れ
る
。

　

ま
た
第
十
六
紙
に
描
か
れ
る
女
房
姿
に
変
装
し
た
後
醍
醐
天
皇
の
赤
い
袴
の
部
分

に
は
、「
朱
」
を
示
す
か
と
思
わ
れ
る
略
字
が
認
め
ら
れ
る
（
図
20
）。
絵
具
が
剥
落

し
、
現
在
の
袴
の
部
分
で
は
な
い
よ
う
な
下
描
き
線
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
着
衣
の
図
様
や
衣え

紋も
ん

線
が
制
作
過
程
に
お
い
て
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

【
第
七
巻
】（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）

　

第
二
紙
に
は
御
所
の
階
下
向
か
っ
て
右
側
に
侍
す
緑
色
の
衣
を
着
た
男
性
の
胸
部

分
に
「
六
」、
左
側
に
侍
す
武
官
の
胸
部
分
に
「
こ
ん
上
」
の
墨
書
に
よ
る
色
注
が

確
認
で
き
る
（
図
21
）。
ま
た
第
八
紙
は
多
く
の
指
示
書
き
が
確
認
で
き
る
場
面
で

あ
る
が
、（
図
22
）
で
示
し
た
部
分
で
は
、
右
奥
の
室
内
に
「
た
ゝ
ミ
」、
横
顔
の
武

士
の
鎧
の
左
肩
部
分
に
「
六
」、
縁
側
の
正
面
か
ら
上
申
す
る
武
士
の
鎧
の
背
中
部

分
に
「
六
」、
そ
の
手
前
で
白
い
鉢
巻
を
し
た
男
性
の
右
肩
部
分
に
「
た
ん
」
と
い

う
文
字
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、「
た
ん
」
と
記
さ
れ
た
部
分
は
、
絵
具
が
剥

落
し
て
制
作
当
初
の
色
味
が
全
く
識
別
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
が
、
赤
色
と
い
う
よ

り
は
、
青
か
緑
色
の
よ
う
な
色
味
を
呈
し
て
お
り
、「
た
ん
」
と
は
書
か
れ
た
も
の

の
、
鉛
丹
で
は
な
い
別
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
色
注
と
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袴
に
は
「
こ
ん
」
の
白
い
文
字
、
中
央
の
白
馬
に
乗
っ
た
武
士
の
母ぼ

ろ衣
に
は
大
き
な

文
字
で
「
タ
ン
」
と
い
う
墨
書
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
第
十
五
紙
の
新
田
義
興
の
最

期
の
場
面
で
は
、
左
足
の
袴
部
分
（
図
34
）
に
「
六
」
と
い
う
文
字
が
上
下
逆
に
記

さ
れ
て
い
る
。
第
十
巻
は
比
較
的
多
く
の
色
注
が
認
め
ら
れ
る
巻
と
言
え
る
が
、
天

地
逆
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
部
分
の
み
、
ま
た
色
注
の
大
半
は
挿
図
に
あ
げ
た

通
り
、
白
い
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
第
十
巻
に
は

「
た
ゝ
ミ
」
な
ど
の
指
示
書
き
が
一
箇
所
も
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
描
写
内

容
が
屋
外
の
場
面
が
多
く
、
畳
が
敷
か
れ
た
邸
内
の
描
写
が
三
箇
所
と
比
較
的
少
な

い
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

【
第
十
一
巻
】（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

　

第
十
一
巻
は
現
存
す
る
十
巻
の
う
ち
で
最
も
多
い
七
三
箇
所
の
色
注
が
現
時
点
で

確
認
で
き
て
お
り
、
十
五
紙
全
て
に
色
注
が
存
在
し
て
い
る
。
全
て
を
例
示
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
全
五
色
の
色
注
に
つ
い
て
、
集
中
し
て
複
数
の
色
注
が
記
さ

れ
て
い
る
部
分
を
特
徴
的
な
例
と
し
て
掲
出
す
る
。
第
一
紙
左
側
の
中
央
付
近
の
母

衣
武
者
の
母
衣
の
中
央
上
部
に
は
一
見
し
わ
の
描
写
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
朱
」

の
略
字
と
見
ら
れ
る
「
し
ゆ
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
、
鎧
の
肩
の
部
分
に
は
「
コ
ン
上
」

の
墨
書
が
確
認
で
き
る
（
図
35
）。
第
四
紙
の
窓
際
に
坐
す
僧
形
の
人
物
の
左
肩
部

分
に
は
「
六
」
と
い
う
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
左
脇
に
は
「
へ
り
」
と
畳
の
縁
が

指
示
書
き
さ
れ
て
い
る
（
図
36
）。
ま
た
第
五
紙
冒
頭
の
槍
を
持
っ
た
侍
た
ち
の
彩

色
部
分
は
大
半
が
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、（
図
37
）
の
右
下
の
武
士
の
鎧
の

背
中
部
分
に
は
「
た
ん
」、
中
央
の
武
士
の
鎧
の
草
摺
部
分
に
は
「
こ
ん
」、
奥
の
武

士
の
鎧
の
胸
部
分
に
は
「
白
六
」
の
墨
書
が
確
認
で
き
る
。
第
十
一
巻
は
本
紙
の
擦

れ
、
絵
具
の
剥
落
が
他
の
巻
に
較
べ
て
比
較
的
多
く
認
め
ら
れ
、
そ
の
保
存
状
態
が

良
好
で
な
い
た
め
に
、
多
く
の
色
注
が
確
認
で
き
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。

【
第
十
二
巻
】（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

　

第
一
紙
右
側
の
殿
舎
の
縁
側
に
坐
す
男
性
の
衣
の
右
腕
辺
り
に
や
や
太
く
荒
々
し

い
筆
跡
で
「
コ
ン
」
と
い
う
色
注
が
時
計
回
り
に
九
十
度
回
転
し
た
状
態
で
記
さ
れ

て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
（
図
38
） 

。
輪
郭
の
墨
線
の
き
わ
に
、
わ
ず
か
に
青
色
の

微
粒
子
が
残
存
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
当
初
は
左
手
前
の
人
物
の
衣
の
よ
う

に
、
群
青
と
見
ら
れ
る
青
い
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
が
、
現
在
で
は

「
コ
ン
」
と
い
う
色
注
が
な
け
れ
ば
、
も
と
は
ど
の
よ
う
な
色
で
あ
っ
た
の
か
、
判

断
で
き
な
い
ほ
ど
、
絵
具
が
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
第
十
紙
、（
図
39
）

の
笏し

ゃ
くを

持
つ
朝
鮮
の
使
者
の
衣
の
右
腕
付
近
に
は
「
六
」、
そ
の
左
の
随
員
の
右
の

袂
の
部
分
に
は
「
コ
ン
」
の
文
字
が
、
時
計
回
り
に
九
十
度
回
転
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。

　

第
十
二
巻
に
は
全
体
で
五
箇
所
の
色
注
が
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う

に
時
計
回
り
に
九
十
度
回
転
し
た
状
態
で
書
か
れ
て
お
り
、
本
紙
の
左
側
か
ら
書
き

入
れ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
墨
書
は
い
ず
れ
も
線
が
太
く
、
他
の
巻
に

較
べ
て
異
質
な
雰
囲
気
の
粗
野
な
筆
様
で
、
色
注
の
筆
者
が
異
な
る
可
能
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
な
お
第
十
二
巻
も
第
十
巻
と
同
様
に
、「
た
ゝ
ミ
」
な
ど
の
指
示
書
き
は

確
認
で
き
な
い
。
第
十
二
巻
に
は
畳
が
敷
か
れ
た
邸
内
の
描
写
が
六
箇
所
あ
り
、
そ

こ
に
指
示
書
き
が
あ
れ
ば
確
認
で
き
る
程
度
に
絵
具
が
剥
落
し
て
い
る
箇
所
も
少
な

か
ら
ず
あ
る
た
め
、
制
作
当
初
か
ら
指
示
書
き
の
数
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

❷ 

「
太
平
記
絵
巻
」
の
制
作
工
程
と
制
作
背
景
に
つ
い
て

　

本
作
品
に
は
全
体
的
に
多
数
の
色
注
が
確
認
で
き
、そ
れ
ら
は
人
物
の
着
装
（
衣
・

袴
・
鎧
・
母
衣
・
脚
絆
）、
旗
、
格
子
や
基
壇
な
ど
の
建
築
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

色
名
以
外
で
は
「
た
ゝ
ミ
」
や
「
へ
り
」
な
ど
室
内
調
度
に
関
す
る
指
示
書
き
が
認

め
ら
れ
、
現
存
す
る
全
て
の
巻
で
、
共
通
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
各
巻
に
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お
け
る
色
注
の
数
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
文
字
の
筆
跡
か
ら
見
て
も
複
数
の
筆

者
が
色
注
や
指
示
書
き
を
書
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
品
の
よ
う

な
大
部
か
ら
な
る
作
品
で
あ
れ
ば
、
複
数
の
絵
師
が
そ
の
制
作
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
画
風
や
表
現
上
の
特
徴
が
一

貫
し
て
い
な
い
こ
と
を
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
画
風

や
表
現
に
つ
い
て
は
客
観
的
な
比
較
検
討
が
し
づ
ら
く
、
実
際
の
制
作
状
況
を
具
体

的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
色
注
は
元
々
彩
色
層
の
下
に
あ
る
は
ず

の
も
の
で
、
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
制
作
当
初
の
痕
跡
と
し
て

見
な
さ
れ
る
。
本
作
品
の
よ
う
に
三
箇
所
に
分
蔵
さ
れ
た
作
品
に
一
貫
し
た
特
徴
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
工
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。

　

色
注
の
数
が
最
も
多
く
確
認
さ
れ
た
第
十
一
巻
は
他
の
巻
と
比
較
し
て
画
面
の
擦

れ
が
生
じ
て
い
る
部
分
や
、
絵
具
の
剥
離
・
剥
落
が
多
く
、
比
較
的
損
傷
度
合
い
が

大
き
い
巻
と
言
え
る
。
本
来
は
絵
具
で
覆
い
隠
さ
れ
て
い
た
指
示
書
き
が
目
視
で
き

る
状
態
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
巻
で
同
様
に
絵
具

が
薄
く
な
っ
た
り
、
剥
落
し
て
い
る
箇
所
で
指
示
書
き
が
確
認
で
き
な
い
部
分
も
あ

る
た
め
、
画
面
の
損
傷
と
指
示
書
き
の
多
さ
が
単
純
に
比
例
し
て
い
る
、
と
い
う
わ

け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
実
際
に
指
示
書
き
が
少
な
い
第
三
巻
や
第
十
二
巻
で
も

絵
具
が
薄
れ
た
り
、
剥
落
し
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
、
そ
の
部
分
に
文
字
が
確
認

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
色
注
が
全
巻
を
通
じ
て
均
一
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

本
作
品
に
は
古
絵
巻
の
構
図
や
人
物
の
姿
態
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
全
て
の
巻

に
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
典
拠
と
な
る
図
の
形
の
み
を
引
用
す
る
の
で
あ
っ
て
、
色

は
踏
襲
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
色
注
が
存
在
し
て
い
る
の
は
、
詞
書
に

そ
の
名
前
が
出
て
く
る
よ
う
な
重
要
な
登
場
人
物
で
は
な
く
、
物
語
の
進
行
に
特
に

関
係
の
な
い
公
家
、
武
士
、
女
房
、
徒
侍
や
庶
民
の
着
装
部
分
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
人
物
を
群
像
と
し
て
表
し
て
い
る
場
面
で
は
、
画
面
を
単
調
に
し

な
い
た
め
に
、
複
数
の
人
物
の
衣
を
と
り
ど
り
の
色
で
塗
り
分
け
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
絵
巻
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
天
地
の
長
さ
が
決
ま
っ
て
い
て
、
右

か
ら
左
へ
横
に
長
く
連
な
っ
て
い
く
と
い
う
制
約
の
大
き
い
画
面
に
お
い
て
は
、
モ

テ
ィ
ー
フ
の
配
置
と
配
色
が
画
面
構
成
に
お
け
る
重
要
な
表
現
要
素
と
言
え
る
。
本

作
品
の
色
注
は
、
重
要
な
登
場
人
物
の
着
装
の
姿
を
適
切
に
規
定
さ
れ
た
色
で
塗
る

た
め
と
い
う
よ
り
は
、
絵
巻
物
の
画
面
空
間
に
お
い
て
よ
り
高
い
彩
色
効
果
を
も
た

ら
す
よ
う
に
色
の
種
類
や
配
色
を
規
定
す
る
た
め
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
複
数
の
絵
師
に
よ
っ
て
役
割
分
担
が
行
わ
れ
て
、
効
率
よ
く
彩
色
を
行
い
、

全
体
的
に
調
和
の
と
れ
た
長
大
な
絵
巻
物
が
作
ら
れ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

近
世
絵
画
に
お
い
て
は
先
行
す
る
時
代
の
古
典
作
品
に
着
想
を
得
た
も
の
や
、
引

用
・
模
倣
し
、
新
た
な
表
現
を
作
り
上
げ
て
い
る
作
品
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本
作

品
は
そ
の
典
型
例
と
言
え
る
。
た
と
え
ば
「
太
平
記
絵
巻
」
第
五
巻
第
十
二
紙
の
俵

藤
太
が
勢
多
橋
に
横
た
わ
る
龍
を
踏
み
越
え
て
行
く
場
面
（
図
40
）
は
そ
の
内
容
、

図
様
と
も
に
「
俵
藤
太
絵
巻
」
か
ら
図
様
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

お
り

（
（
（

、
お
お
よ
そ
の
構
図
は
共
通
す
る
が
、
室
町
時
代
末
期
の
制
作
と
さ
れ
る
金
戒

光
明
寺
本
上
巻
の
絵
第
一
段

（
（1
（

の
藤
太
の
顔
貌
や
装
束
、
龍
の
描
写
と
は
細
か
い
部
分

で
相
違
点
が
あ
る
。「
俵
藤
太
絵
巻
」
は
多
く
の
類
本
が
制
作
さ
れ
て
い
る
た
め
、

金
戒
光
明
寺
所
蔵
の
「
俵
藤
太
絵
巻
」
が
、
こ
の
「
太
平
記
絵
巻
」
の
確
実
な
取
材

源
で
あ
る
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。「
太
平
記
絵
巻
」
第
二
巻
の

色
注
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
で
指
摘
し
た
通
り
、
図
様
は
引
用
し
て
い
て
も
、
色
に

つ
い
て
は
準
拠
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
鑑
み
る
と
、「
太
平
記
絵
巻
」
は
金
戒

光
明
寺
所
蔵
の
「
俵
藤
太
絵
巻
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、そ
の
白
描
模
本
な
ど
に
よ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
勢せ

た多
橋
の
場
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
藤
太
の

風
貌
や
、
龍
の
誇
張
さ
れ
た
角
・
髭
・
舌
・
前
足
な
ど
の
部
位
や
、
橋
脚
に
巻
き
つ

い
た
尻
尾
な
ど
、
表
現
の
改
変
が
認
め
ら
れ
る
。「
太
平
記
絵
巻
」
は
古
い
時
代
の

絵
巻
物
を
利
用
し
つ
つ
も
、
色
彩
豊
か
に
、
よ
り
劇
的
で
整
理
さ
れ
た
画
面
を
創
り

出
そ
う
と
す
る
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。「
俵
藤
太
絵
巻
」
か

ら
は
上
述
の
ほ
か
中
巻
の
絵
第
一
段
の
後
半
が
「
太
平
記
絵
巻
」
の
第
十
巻
第
四
紙
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に
、
下
巻
の
絵
第
六
段
の
構
図
は
反
転
さ
れ
て
「
太
平
記
絵
巻
」
の
第
七
巻
第
十
三

紙
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。さ
ら
に
中
巻
の
絵
第
三
段
は「
太

平
記
絵
巻
」
の
第
六
巻
十
二
紙
に
図
様
が
転
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
下
巻
の
絵
第
二

段
の
戦
い
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
女
性
の
姿
は
、「
太
平
記
絵
巻
」
第
一
巻
第
十
五
紙

お
よ
び
第
三
巻
第
一
紙
の
逃
亡
す
る
後
醍
醐
帝
の
姿
態
に
類
似
す
る
こ
と
も
指
摘
で

き
る
。
ま
た
下
巻
の
絵
第
一
段
の
戦
闘
場
面
の
中
央
に
描
か
れ
る
騎
馬
武
者
の
姿
態

は
「
太
平
記
絵
巻
」
第
六
巻
第
九
紙
の
騎
馬
武
者
に
、
お
よ
び
第
七
巻
第
九
紙
に
描

か
れ
る
新
田
義
貞
の
騎
馬
姿
に
転
用
さ
れ
る
な
ど
、
共
通
点
を
多
く
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
古
絵
巻
の
利
用
、
改
変
が
「
太
平
記
絵
巻
」
の
多
く
の
場

面
に
見
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
筆
致
や
画
風
か
ら
複
数
の
絵
師
が
存
在
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
作
品
の
筆
者
を
一
人
に
絞
り
込
む
こ
と
の
難
し
さ
を
顕
に

し
て
い
る
。

　

本
作
品
の
多
数
の
指
示
書
き
の
存
在
は
、
こ
れ
が
た
だ
唯
一
の
作
品
と
し
て
作
ら

れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
複
数
作
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。
そ
し
て
先
行
研
究
に
お
い
て
本
作
品
の
筆
者
と
し
て
そ
の
名
が
あ
が
っ
て
い

る
海
北
友
雪
が
、
宮
廷
周
辺
で
制
作
し
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
作
品
の
詞

書
は
よ
り
主
体
的
な
も
の
で
あ
る
方
が
適
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
全
巻
を

通
じ
て
詞
書
は
画
中
の
絵
を
よ
け
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
埼
玉
県
立

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
所
蔵
の
五
巻
分
の
み
、
巻
頭
に
詞
書
（
各
一
紙
）
が
付
い
て

い
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
所
蔵
分
は
、
冒
頭
の
詞
書
が
な
く
、
巻
頭
か
ら
絵
が
始
ま
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
第
八
巻
な
ど
は
屛
風
装
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
全
体
を
通
じ
て
錯
簡
も
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
は
解
体
を
伴

う
修
理
を
経
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
所
蔵
分
の
冒
頭
の
詞
書
は
欠

失
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
冒
頭
の
詞
書
の
有
無
と
い
う
違
い
は
あ
る

が
、
一
紙
の
寸
法
、
絵
の
中
に
詞
書
を
書
き
込
む
形
式
、
色
注
や
指
示
書
き
の
状
態

か
ら
見
て
、
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
通
り
、
現
存
す
る
十
巻
分
は
制
作
当
初
か
ら
一

具
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
太
平
記
』
本
文
は
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
り
、
本
作
品
は
そ
の
詞
章
を
抄
出
し
、

数
々
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
詞
書
の
典
拠
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

（
（1
（

、
全
十
二
巻
の
詞
章
を
揮き

毫ご
う

す
る

に
は
、
そ
の
分
量
や
配
分
が
綿
密
に
計
画
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
作
品
は
画
中
に
所
狭
し
と
詞
書
が
書
き
込
ま
れ
、
余
白
ぎ
り
ぎ
り
に
文
字
を

書
き
込
ん
で
あ
る
よ
う
な
箇
所
も
多
く
見
ら
れ
る
。
も
し
も
宮
廷
周
辺
、
そ
れ
な
り

の
能
書
家
が
揮
毫
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
ま
り
に
も
詞
書
が
従
属
的
す
ぎ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
作
品
は
伝
統
的
な
絵
巻
物
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
絵
を 

偏
重
し
た
、
詞
書
が
軽
視
さ
れ
た
状
況
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
絵
巻
物
と
し
て
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
、
制
作
工
程
、
文
字
と
絵
の
関
係
な
ど
を
考
え
る
と
、
本
作
品
が
初
発

的
な
制
作
に
か
か
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
最
初
は

絵
巻
全
体
に
お
い
て
、
詞
書
と
絵
が
独
立
し
て
い
て
大
部
の
詞
書
部
分
を
伴
っ
て
い

た
「
絵
詞
」
と
し
て
作
ら
れ
、
そ
の
後
、
詞
書
部
分
が
省
略
さ
れ
、
絵
の
中
に
詞
を

書
き
込
む
形
式
が
選
択
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す

る
と
註
3
で
ふ
れ
た
谷
文
晁
が
海
北
友
雪
の
代
表
的
作
品
と
し
て
あ
げ
て
い
る
三
十

巻
本
の
「
太
平
記
絵
巻
」
が
本
作
品
の
祖
型
で
あ
っ
た
こ
と
も
類
推
さ
れ
る
。

　

本
作
品
の
筆
者
と
し
て
は
、
海
北
友
雪
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
伝
来

や
銘
文
な
ど
の
証
拠
が
な
く
、
確
実
に
肯
定
も
否
定
も
で
き
な
い
状
況
で
は
あ
る
。

海
北
友
雪
を
筆
者
と
し
て
想
定
し
た
場
合
、『
徒
然
草
』
の
全
章
段
を
絵
画
化
し
た

「
徒
然
草
絵
巻
」
二
十
巻
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
を
友
雪
が
手
掛
け
て
い
る
こ

と
な
ど
が
想
起
さ
れ
る

（
（1
（

。「
徒
然
草
絵
巻
」
は
物
語
の
内
容
を
端
的
に
、
比
較
的
淡

い
色
調
で
連
ね
た
作
品
で
あ
る
た
め
、
軍
記
物
で
あ
る
「
太
平
記
絵
巻
」
の
画
風
と

単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
き
っ
ち
り
と
し
た
描
法
で
描
か
れ
る
松
の
幹
の
描
写

や
、
整
然
と
し
た
建
築
描
写
、
そ
し
て
大
部
の
絵
巻
物
作
品
と
し
て
見
た
時
に
、
画

風
の
調
和
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
両
者
に
共
通
す
る
表
現
要
素
と
言
え
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究
が
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
現
存
作
品

に
残
さ
れ
た
痕
跡
か
ら
丹
念
に
情
報
を
収
集
し
、
考
察
を
重
ね
る
こ
と
は
、
未
だ
不

明
な
点
の
多
い
、
江
戸
絵
巻
の
研
究
に
お
い
て
確
実
に
前
進
す
る
一
歩
と
な
る
。
本

作
品
の
持
つ
豊
か
な
世
界
、
泰
平
の
御
世
か
ら
三
百
年
近
く
前
の
戦
乱
の
世
を
懐
古

し
て
制
作
さ
れ
、
鑑
賞
さ
れ
た
絵
巻
物
は
、
今
後
の
日
本
近
世
絵
画
史
の
重
要
な
研

究
テ
ー
マ
と
言
え
る
。
本
稿
に
お
い
て
「
太
平
記
絵
巻
」
の
制
作
工
程
を
考
察
す
る

こ
と
に
よ
り
、
近
世
に
お
け
る
絵
巻
物
作
品
の
制
作
工
程
と
受
容
、
作
画
の
工
程
、

集
団
制
作
、
古
画
の
学
習
と
応
用
、
と
い
っ
た
近
世
絵
画
史
研
究
の
重
要
な
テ
ー
マ

と
な
り
う
る
事
例
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
本
稿
の
成
果
を
他
の
流
派

や
画
題
を
対
象
と
し
た
研
究
に
お
い
て
も
、
活
用
し
展
開
さ
せ
て
い
き
た
い
。

る
。「
徒
然
草
絵
巻
」
は
そ
の
描
線
や
彩
色
に
枯こ

淡た
ん

な
趣
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
友
雪

の
画
業
に
お
い
て
は
「
太
平
記
絵
巻
」
の
後
に
「
徒
然
草
絵
巻
」
が
制
作
さ
れ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
制
作
年
代
と
し
て
は
、
双
方
と
も
友
雪
の
や
や
後
半
の
活

動
期
間
、そ
し
て
伝
統
的
な
絵
巻
と
い
う
絵
画
形
式
と
そ
れ
に
適
合
す
る
描
写
か
ら
、

十
七
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
頃
を
想
定
す
る
の
が
妥
当
と
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
現
在
三
箇
所
に
分
蔵
さ
れ
る
「
太
平
記
絵
巻
」
の
表
現
と
そ
の
工
程
に

つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
現
存
す
る
十
巻
は
本
来
一
具
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
も

の
の
、
十
巻
全
て
に
確
認
さ
れ
る
色
注
や
指
示
書
き
に
は
粗
密
が
あ
り
、
そ
の
指
示

書
き
の
筆
者
が
複
数
存
在
し
、
複
数
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
画
・
彩
色
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
全
十
二
巻
と
い
う
大
部
の
作
品

を
制
作
・
統
括
す
る
た
め
に
は
、
準
拠
す
べ
き
粉
本
が
大
小
様
々
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
、
古
絵
巻
か
ら
図
様
を
引
用
し
て
い
る
場
面
で
も
画
風
や
細
部
描
写
の
違
い
が

散
見
さ
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
（
図
17
）
と
（
図
18
）
の
侍
女
の
女
性
の
表
現
を
例
に

見
て
も
、
着
物
の
色
や
文
様
が
違
う
と
い
う
以
上
に
顔
貌
や
体
躯
を
形
作
る
線
描
に

相
違
点
が
多
く
、
同
一
人
物
の
筆
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
印
象
を
受
け
る
。

複
数
の
絵
師
が
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
伝
承
筆
者
で
あ
る
海
北

友
雪
を
作
者
と
し
て
想
定
す
る
な
ら
ば
、
友
雪
は
全
体
を
統
括
す
る
絵
師
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
般
的
に
は
日
本
絵
画
史
に
お
い
て
絵
巻
物
と
い
う
と
、
古
代
・
中
世
の
作
品
を

中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
多
数

の
絵
巻
物
が
制
作
さ
れ
て
い
た
。
狩
野
探
幽
、
俵
屋
宗
達
な
ど
江
戸
時
代
初
期
を
代

表
す
る
よ
う
な
絵
師
た
ち
が
、
障
壁
画
や
掛
幅
だ
け
で
な
く
巻
子
の
制
作
も
手
掛
け

て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
絵
巻
と
い
う
と
、
絵
巻
物
全

体
の
研
究
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
絵
画
史
研
究
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
研

（
1
）　

本
稿
作
成
に
際
し
、
下
記
の
書
籍
・
図
録
を
参
照
し
た
。

・
宮
次
男
・
佐
藤
和
彦
『
太
平
記
絵
巻
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
二
年

・
『
太
平
記
絵
巻
の
世
界
』
埼
玉
県
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年

・
埼
玉
県
立
博
物
館
『
図
録 

太
平
記
絵
巻
』
埼
玉
新
聞
社
、
一
九
九
七
年

そ
の
後
、
新
た
に
一
具
を
な
す
絵
巻
の
第
十
巻
、
第
六
巻
が
見
出
さ
れ
、
埼
玉
県
立
博
物
館

の
所
蔵
と
な
り
カ
ラ
ー
図
版
を
掲
載
し
た
冊
子
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

・
『
太
平
記
絵
巻
第
十
巻
』
埼
玉
県
立
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年

・
『
太
平
記
絵
巻
第
六
巻
』
埼
玉
県
立
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年

そ
の
後
二
〇
〇
六
年
に
埼
玉
県
立
博
物
館
は
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
と
な
っ

た
。

（
2
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
太

平
記
絵
巻
」
は
所
蔵
番
号
89 

A
、 

B 

が
つ
け
ら
れ
、
既
刊
の
文
献
で
は
第
三
巻
を
89 

A
、
第

八
巻
を
89 

B 

と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
第
八
巻
が
先
に
反
町
茂
雄
氏
の
仲
介
に
よ
っ
て
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
、
第
三
巻
が
後
に
入
っ
た
た
め
、
第
八
巻
を
89 

A
、
第
三
巻
を
89 

B
と

し
て
所
蔵
管
理
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

前
掲
註
1
の
先
行
研
究
に
よ
り
、「
太
平
記
絵
巻
」
と
海
北
友
雪
を
結
び
つ
け
る
証
左
と
し

て
、
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
〇
）
に
よ
る
『
本
朝
画
纂
』
の
友
雪
に
関
す
る
記
述
「
友

雪
俗
称
忠
左
衛
門
、
法
名
道
輝
、
友
松
長
子
、
不
墜
家
声
、
曽
能
大
和
絵
、
洛
東
誓
願
寺
縁

起
三
幅
及
太
平
記
絵
詞
三
十
巻
傳
于
世
、
延
宝
五
歳
八
十
餘
卒
」（
坂
崎
担
『
日
本
画
論
大
観
』

註
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中
巻
、
一
五
五
二
頁
、
ア
ル
ス
出
版
、
一
九
二
九
年
を
参
照
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

先
行
研
究
に
よ
り
、「
太
平
記
絵
巻
」
に
古
絵
巻
の
図
様
が
利
用
さ
れ
て
い
る
例
が
多
数
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
宮
次
男
氏
に
よ
っ
て
第
一
巻
第
五
紙
の
無
礼
講
の
事
は
「
酒
飯
論
絵
巻
」
よ

り
、
第
七
巻
第
九
紙
の
新
田
義
貞
の
最
期
は
「
平
治
物
語
絵
巻
六
波
羅
合
戦
巻
」
に
、
第
九
巻

第
三
紙
の
太
宰
少
弐
頼
尚
邸
の
構
図
や
図
様
は
徳
川
美
術
館
本
「
西
行
物
語
絵
巻
」
に
、
第
九

巻
第
十
三
紙
の
賀
名
生
の
場
面
は
「
俵
藤
太
絵
巻
」
に
、
ま
た
合
戦
場
面
は
「
平
治
物
語
絵

巻
六
波
羅
合
戦
巻
」
に
構
図
の
一
致
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
宮
次
男

「
太
平
記
絵
巻
に
つ
い
て
」
註
1
前
掲
『
太
平
記
絵
巻
』）。
ま
た
村
瀬
實
惠
子
氏
は
、
ま
だ
全

貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
時
点
で
本
作
品
が
全
十
二
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
ほ
か
、「
太
平
記
絵
巻
」
の
多
数
の
戦
闘
場
面
が
「
平
治
物
語
絵
巻
六

波
羅
合
戦
絵
巻
」
と
明
確
な
類
似
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、「
弘
安
本
北
野
天
神
縁
起
」
や
「
海

田
采
女
本
西
行
物
語
絵
巻
」
か
ら
図
様
が
転
用
さ
れ
て
い
る
例
を
あ
げ
て
本
作
品
の
成
立
と

構
成
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
う
し
た
図
様
の
利
用
が
俵
屋
宗
達
筆
「
関
屋
澪
標
図
屛

風
」の
関
屋
の
添
景
人
物
に
も
共
通
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（M

iyeko M
urase, 

“The 
T

aiheiki Em
aki: T

he U
se of T

he Past

” A
RT

IBU
S A

SIA
E, vol. 53, 1/2, 1993

）。

西
口
由
子
氏
は
先
行
研
究
を
継
承
し
て
、
さ
ら
に
第
五
巻
第
一
段
の
内
裏
造
営
が
「
弘
安
本

北
野
天
神
縁
起
」
の
社
殿
作
事
よ
り
、
第
一
巻
第
七
紙
の
日
野
俊
基
が
護
送
さ
れ
る
場
面
が

「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
よ
り
、
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
西
口
由

子
「
太
平
記
絵
巻
に
つ
い
て
」
註
1
前
掲
『
太
平
記
絵
巻
の
世
界
』）。
さ
ら
に
真
保
亨
氏
は
こ

う
し
た
先
行
研
究
を
整
理
し
、
新
た
な
典
拠
と
し
て
「
後
三
年
合
戦
絵
巻
」
下
巻
の
源
義
家

上
洛
の
場
面
が
「
太
平
記
絵
巻
」
第
五
巻
第
六
紙
の
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た
尊
氏
が
東
国
に

下
向
す
る
場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
多
く
の
事
例
を
あ
げ
、

最
も
多
く
の
図
様
・
構
図
の
利
用
例
が
認
め
ら
れ
る
の
が
「
弘
安
本
北
野
天
神
縁
起
」
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
遺
さ
れ
た
作
品
の
図
様
や
構
図
を
利
用
し
て
絵
画
制
作
を
行
う
こ

と
は
中
世
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
近
世
に
至
る
と
そ
れ
が
一
層
大
胆
に
多
用
さ
れ
、

そ
の
最
も
成
功
し
た
例
が
俵
屋
宗
達
に
よ
る
作
画
で
あ
り
、「
太
平
記
絵
巻
」
も
そ
う
し
た
時

代
の
一
面
を
示
し
て
お
り
、
古
典
の
再
生
で
あ
る
と
と
も
に
新
し
い
芸
術
活
動
の
一
翼
を
担
っ

た
も
の
と
述
べ
て
い
る
（
真
保
亨
「
太
平
記
絵
巻
︱
十
二
巻
本
に
つ
い
て
︱
」
註
1
前
掲
『
図

録 

太
平
記
絵
巻
』）。

（
5
）　

彦
根
城
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
『
国
宝　

彦
根
屛
風
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
七
年
）
お
よ
び
同
書
所
収
・
拙
稿
「
彦
根
屛
風
の
表
現
に
つ
い
て
」（
一
四
五
～

一
六
〇
頁
）を
参
照
。「
彦
根
屛
風
」に
は「
朱
」「
た
ん
」「
六
」「
こ
ん
」「
あ
さ
き
」「
ヒ
ハ
」「
ち
ゃ
」

の
七
色
の
色
注
が
存
在
し
て
い
る
。
絵
具
が
剥
落
し
て
墨
の
文
字
が
目
視
で
き
る
部
分
と
、
近

赤
外
線
画
像
に
よ
っ
て
絵
画
表
面
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
、
絵
具
の
下
層
に
あ
る
文
字
が
確

認
で
き
た
部
分
が
あ
る
。
色
注
が
記
さ
れ
て
い
た
の
は
全
て
着
物
の
色
に
つ
い
て
の
指
示
で
、

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
衣
裳
文
様
の
色
を
塗
り
間
違
え
な
い
た
め
の
指
示
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）　

島
津
美
子
氏
が
実
施
し
た
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
彩
色
材
料
分
析
で
、
こ
の
略
字
の
あ
る

彩
色
部
分
、
た
と
え
ば
第
五
巻
第
五
紙
の
女
房
の
赤
色
の
袴
か
ら
は
水
銀
が
検
出
さ
れ
て
い

る
（
後
掲
、
図
15
）。
こ
の
略
字
は
同
じ
人
物
の
同
じ
赤
色
を
し
て
い
る
着
衣
の
部
分
に
複
数

見
ら
れ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
、
同
じ
衣
の
部
分
で
あ
る
た
め
、
同
じ
色
を
塗
る
と
い
う
指
示

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。「
彦
根
屛
風
」
第
五
扇
の
山
水
屛
風
の
前
で
口
元
を
隠
す
女
の

表
着
の
小
袖
に
は
「
朱
」
と
い
う
墨
書
が
二
五
箇
所
に
記
さ
れ
て
お
り
、
複
雑
に
入
り
組
ん

だ
文
様
の
色
を
塗
り
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
工
程
と
考
え
ら
れ
る
。「
彦
根
屛
風
」

の
「
朱
」
と
い
う
文
字
は
草
書
体
に
く
ず
さ
れ
て
い
る
も
の
の
明
確
に
そ
の
漢
字
が
判
読
で
き
、

「
太
平
記
絵
巻
」
の
略
字
の
よ
う
な
色
注
は
な
い
。
他
の
文
字
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
そ
の
記
載
部
分
が
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
の
結

果
か
ら
、
こ
の
略
字
は
「
朱
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
7
）　

真
保
亨
「
太
平
記
絵
巻
︱
十
二
巻
本
に
つ
い
て
︱
」（
註
1
前
掲
『
図
録 

太
平
記
絵
巻
』

所
収
）
一
九
八
～
一
九
九
頁
を
参
照
。

（
8
）　

註
4
前
掲
村
瀬
氏
論
文
（M

iyeko M
urase, 

“The T
aiheiki Em

aki: T
he U

se of T
he 

Past

” ART
IBU

S A
SIA

E, vol. 53, 1/2, 1993

）
を
参
照
。

（
9
）　

註
7
に
同
じ
。

（
10
）　

真
保
亨
『
妖
怪
絵
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
。

（
11
）　

註
7
に
同
じ
。

（
12
）　
「
太
平
記
絵
巻
」
の
各
巻
・
各
段
の
詞
書
と
『
太
平
記
』
本
文
と
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
先

行
研
究
と
し
て
、
下
記
の
論
文
を
参
照
し
た
。

・
西
口
由
子
「
太
平
記
絵
巻
に
つ
い
て
」
註
1
前
掲
『
太
平
記
絵
巻
の
世
界
』
一
九
九
六
年

・
谷
澤
孝
「「
太
平
記
絵
巻
」
詞
書
少
考
―
『
太
平
記
』
本
文
と
比
較
し
て
―
」『
埼
玉
県
立

博
物
館
紀
要
』
二
四
、一
九
九
九
年

・
西
口
由
子
「「
太
平
記
絵
巻
」の
構
成
に
つ
い
て
」『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀
要
』
二
八
、

二
〇
〇
三
年

・
谷
澤
孝
「「
太
平
記
絵
巻
」と
寛
文
期
文
化
の
一
側
面
―
絵
入
り
版
本
と
幸
若
舞「
新
曲
」―
」

『
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
調
査
研
究
報
告
』
一
六
、
二
〇
〇
三
年

（
13
）　
「
徒
然
草
絵
巻
」
に
は
海
北
友
雪
の
落
款
印
章
が
あ
り
、
描
写
内
容
な
ど
か
ら
十
七
世
紀
半

ば
～
後
半
の
制
作
と
さ
れ
て
い
る
。『
徒
然
草　

美
術
で
楽
し
む
古
典
文
学
』
サ
ン
ト
リ
ー
美

術
館
、
二
〇
一
四
年
を
参
照
。

（
東
京
文
化
財
研
究
所
文
化
財
情
報
資
料
部　

文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
室
・
室
長
）

（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
八
日
審
査
終
了
）
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The Taiheiki is a war chronicle set in Japan’s Namboku-cho period and consists of 40 volumes. The Taiheiki 

Emaki is an illustration of the Taiheiki and is known as the oldest set of picture scrolls of its kind. It was originally 

a set of twelve volumes drawn in the middle of the 17th century. Currently, only ten of those remain. The scrolls 

belonging to the collection of the National Museum of Japanese History are thought to be a part of this set 

(volumes 5, 11, and 12). The set also constitutes the scrolls belonging to the collection of the Saitama Prefectural 

Museum of History and Folklore (volumes 1, 2, 6, 7, and 10) and the Spencer Collection of New York Public 

Library (volumes 3 and 8). It has been pointed out that the compositions and motifs have been quoted from major 

picture scrolls of the previous age; there are many similarities with the picture scrolls of Tawara-no-Tota. Taiheiki 

Emaki is attributed to Kaihō Yūsetsu (1598–1677), but there is no proof. 

This paper introduces instructional inscriptions about the colors and motifs across the ten volumes of Taiheiki 

Emaki and examines the process of making the scrolls. Specifically, the instructions with regard to colors such 

as “roku” (green), “kon” (blue), “shu” (red), and “tan” (orange) and indications of architectural components 

such as “tatami” (a Japanese mat) and “heri” (the edges of a tatami) are recognized. These careful inscriptions 

on the scrolls prove the existence of an earlier version of the painting, and several painters were involved in this 

production. Furthermore, the text, which is more important than the paintings, seems to have been disregarded, 

and there was a historical document written. Kaihō Yūsetsu made a thirty-volume Taiheiki Emaki, suggesting that 

the text and illustrations were independently present in the original version. The examined set of Taiheiki Emaki 

could be an abridged version of the original.

Key words : Kaihō Yūsetsu, Tawara-no-Tōta emaki, War chronicle

The Process of Making the Taiheiki Picture Scrolls

EMURA Tomoko

Bulletin of the National Museum of Japanese History
Vol.230 December 2021



図 1　「俵藤太絵巻」上中下巻（金戒光明寺蔵）

上
巻

中
巻

下
巻



図 2「太平記絵巻」第二巻第二紙部分
（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 3「太平記絵巻」第三巻第四紙部分
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 4「太平記絵巻」第十一巻第十三紙部分（国立歴史民俗博物館蔵）

図 5「太平記絵巻」第一巻第三紙部分
（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 6「太平記絵巻」第一巻第六紙部分（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）



図 7「太平記絵巻」第二巻第四紙部分（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）
（筆者註：図中の色注の文字は判別しづらいため，白線の円5つを加えた。）

図 8「太平記絵巻」第二巻第五紙部分（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 9「太平記絵巻」第二巻第五紙 
徒侍部分

（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 10「太平記絵巻」第二巻第五紙
部分「へり」

（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 11「太平記絵巻」第二巻第八紙
部分「たゝミ」

（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）



図 12「太平記絵巻」第三巻第二紙部分「六」
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 13「太平記絵巻」第三巻第十一紙部分「こん」
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 14「太平記絵巻」第五巻第三紙部分（国立歴史民俗博物館蔵）

図 15「太平記絵巻」第五巻第五紙部分（国立歴史民俗博物館蔵）



図 16「太平記絵巻」第五巻第七紙部分（国立歴史民俗博物館蔵）

図 17「太平記絵巻」第六巻第一紙部分
（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 18「太平記絵巻」第十二巻第十四紙部分
（国立歴史民俗博物館蔵）

図 19「太平記絵巻」第六巻第十二紙部分（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）



図 20「太平記絵巻」第六巻第十六紙部分（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）
（図中の白い円は筆者によるもの）

図 21「太平記絵巻」第七巻第二紙部分（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 22「太平記絵巻」第七巻第八紙部分（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）
（図中の白い円は筆者によるもの）



図 23「太平記絵巻」第七巻第一紙部分
（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 24「太平記絵巻」第八巻第四紙部分
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 25「太平記絵巻」第八巻第十一紙部分（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）



図 26「太平記絵巻」第八巻第十一紙部分「コン」
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 27「太平記絵巻」第八巻第十一紙部分「たゝミ」
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 28「太平記絵巻」第八巻第十一紙部分「六」
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 29「太平記絵巻」第八巻第十三紙部分（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）



図 30「太平記絵巻」第八巻第十三紙部分「ミス」（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 31「太平記絵巻」第八巻第十三紙部分「へり」「たゝミ」
（ニューヨーク，パブリック・ライブラリー蔵）

図 32「太平記絵巻」第十巻第四紙部分「六」「こん」「たん」（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）
（図中の白い円は筆者によるもの）



図 33「太平記絵巻」第十巻第四紙部分「こん」「たん」
（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）
（図中の白い円は筆者によるもの）

図 34「太平記絵巻」第十巻第十五紙部分「六」（上下逆）
（埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵）

図 35「太平記絵巻」第十一巻第一紙部分「しゆ」「コン上」
（国立歴史民俗博物館蔵）

図 36「太平記絵巻」第十一巻第四紙部分
「へり」「六」（国立歴史民俗博物館蔵）

図 37「太平記絵巻」第十一巻第五紙部分
「たん」「こん」「白六」（国立歴史民俗博物館蔵）



図 38「太平記絵巻」第十二巻第一紙部分「コン」
（国立歴史民俗博物館蔵）

図 39「太平記絵巻」第十二巻第十紙部分「六」「コン」
（国立歴史民俗博物館蔵）

図 40「太平記絵巻」第五巻第十二紙部分
（国立歴史民俗博物館蔵）




